
JP 4976914 B2 2012.7.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置にＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信し、通信を行う基地局装置であって：
　複数種類の符号化率を含む変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせが複数準備さ
れ、
　前記ユーザ装置は、下りリンクのフィードバック情報を通知し、
　前記下りリンクのフィードバック情報を収集するフィードバック情報収集手段；
　前記フィードバック情報収集手段に収集されたフィードバック情報に基づいて、統計量
を演算する統計量演算手段；
　前記統計量に基づいて、自基地局装置のカバーするセルが孤立セルかセルラーセルかを
判断するセル判断手段；
　前記判断結果に基づいて、前記Ｌ１／Ｌ２制御チャネルに適用される変調方式及びチャ
ネル符号化方式の組み合わせを設定する設定手段；
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の基地局装置において：
　前記ユーザ装置は、フィードバック情報として、下りリンクのＳＩＮＲを通知し、
　前記統計量演算手段は、前記統計量として前記下りリンクのＳＩＮＲの平均値を算出し
、
　前記セル判断手段は、前記統計量が予め決定される所定の閾値以上である場合には自セ
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ルが孤立セルであると判断し、前記統計量が予め決定される所定の閾値未満である場合に
は自セルがセルラーセルであると判断することを特徴とする基地局装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の基地局装置において：
　前記設定手段は、自セルが孤立セルであると判断した場合には符号化率の高い変調方式
及びチャネル符号化方式の組み合わせを設定し、自セルがセルラーセルであると判断した
場合には前記孤立セルよりも符号化率の低い変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わ
せを設定することを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の基地局装置において：
　前記変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせには、複数種類の変調方式が含まれ
ることを特徴とする基地局装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の基地局装置において：
　設定された変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせを自セルに在圏するユーザ装
置に通知する報知手段；
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項６】
　ユーザ装置にＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信し、通信を行う基地局装置における通信制
御方法であって：
　複数種類の符号化率を含む変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせが準備され、
　前記ユーザ装置が、下りリンクのフィードバック情報を通知するフィードバック情報通
知ステップ；
　前記基地局装置が、前記下りリンクのフィードバック情報を収集するフィードバック情
報収集ステップ；
　前記基地局装置が、前記フィードバック情報収集手段に収集されたフィードバック情報
に基づいて、統計量を演算する統計量演算ステップ；
　前記基地局装置が、前記統計量に基づいて、自基地局装置のカバーするセルが孤立セル
かセルラーセルかを判断するセル判断ステップ；
　前記基地局装置が、前記判断結果に基づいて、前記Ｌ１／Ｌ２制御チャネルに適用され
る変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせを設定する設定ステップ；
　を有することを特徴とする通信制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、特に基地局装置及び通信制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｗ－ＣＤＭＡやＨＳＤＰＡ、ＨＳＵＰＡの後継となる通信方式、すなわちロングターム
エボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）が、Ｗ－ＣＤＭ
Ａの標準化団体３ＧＰＰにより検討され、無線アクセス方式として、下りリンクについて
はＯＦＤＭ、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ－Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）が検討されて
いる（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　ＯＦＤＭは、周波数帯域を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各周波数
帯上にデータを載せて伝送を行う方式であり、サブキャリアを周波数上に、一部重なりあ
いながらも互いに干渉することなく密に並べることで、高速伝送を実現し、周波数の利用
効率を上げることができる。
【０００４】
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　ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を分割し、複数の端末間で異なる周波数帯域を用いて伝
送することで、端末間の干渉を低減することができる伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡで
は、送信電力の変動が小さくなる特徴を持つことから、端末の低消費電力化及び広いカバ
レッジを実現できる。
【０００５】
　ＬＴＥは、上りリンク、下りリンクともに１つないし２つ以上の物理チャネルを複数の
ユーザ装置で共有して通信を行うシステムである。上記複数のユーザ装置で共有されるチ
ャネルは、一般に共有チャネルと呼ばれ、ＬＴＥにおいては、上りリンクにおいては上り
共有物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　
：ＰＵＳＣＨ）であり、下りリンクにおいては下り共有物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＰＤＳＣＨ）である。
【０００６】
　そして、上述したような共有チャネルを用いた通信システムにおいては、サブフレーム
（Ｓｕｂ－ｆｒａｍｅ）（ＬＴＥでは１ｍｓ）毎に、どのユーザ装置に対して上記共有チ
ャネルを割り当てるかをシグナリングする必要があり、上記シグナリングのために用いら
れる制御チャネルは、ＬＴＥでは、物理下りリンク制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄ
ｏｎｗｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）または、Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｌ１／
Ｌ２　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＤＬ　Ｌ１／Ｌ２　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）と呼ばれる。上記物理下りリンク制御チャネルの情報には、例えば、ダウンリン
クスケジューリングインフォメーション（ＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）、Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ）、アップリンクスケジューリンググラント（ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａ
ｎｔ）、オーバロードインジケータ（Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、送信電
力制御コマンドビット（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｏ
ｍｍａｎｄ　Ｂｉｔ）等が含まれる（例えば、非特許文献２参照）。
【０００７】
　上記ＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎやＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇ　Ｇｒａｎｔが、どのユーザ装置に対して上記共有チャネルを割り当てるかをシグナ
リングするための情報に相当する。上記ＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎには、例えば、下りリンクの共有チャネルに関する、下りリンクのリソースブロッ
ク（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）の割り当て情報、ＵＥのＩＤ、ストリームの数、プ
リコーディングベクトル（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｖｅｃｔｏｒ）に関する情報、データサ
イズ、変調方式、ＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑ
ｕｅｓｔ）に関する情報等が含まれる。また、上記ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａ
ｎｔには、例えば、上りリンクの共有チャネルに関する、上りリンクのＲｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｂｌｏｃｋの割り当て情報、ＵＥのＩＤ、データサイズ、変調方式、上りリンクの送信
電力情報、Ｕｐｌｉｎｋ　ＭＩＭＯにおけるデモジュレーションレファレンスシグナル（
Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）の情報等が含まれる。
【０００８】
　Ｅ－ＵＴＲＡのＬ１／Ｌ２制御チャネルにおいて、複数の変調・符号化のセット（ＭＣ
Ｓ：　modulation　and　coding　scheme）セット（変調方式及びチャネル符号化方式の
組み合わせ）を定義し、セル内で通信中のユーザ装置（UE：　User　Equipment）の位置
や伝搬ロスに応じて、MCSセットを変更することが議論されている。具体的には、UEの伝
搬ロスが大きければ、低い符号化率や低い変調多値数が用いられる。このようにすること
により、伝搬ロスが大きい場合にもＬ１／Ｌ２制御チャネルの品質を確保することが可能
となる。
【非特許文献１】3GPP TR 25.814 (V7.0.0), "Physical Layer Aspects for Evolved UTR
A," June 2006
【非特許文献２】R1-070103, Downlink L1/L2 Control Signaling Channel Structure: C
oding
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上述した背景技術には以下の問題がある。
【００１０】
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの品質は、セル構成、具体的には、セルラーセル、孤立セルな
どによっても異なるが。このようなセル構成に応じた制御は行われていない。実際には、
受信品質の確保が厳しい、最悪なケースであるマクロセルの設計に基づいて、Ｌ１／Ｌ２
制御チャネルのＭＣＳセットは決定される。このようにして決定されたＭＣＳセットによ
りＬ１／Ｌ２制御チャネルが送信された場合、セルの中心領域に位置するユーザ装置には
、過品質でＬ１／Ｌ２制御チャネルが受信されることになり効率が悪い。
【００１１】
　そこで、本発明は、上述した課題に鑑み、その目的は、セル構成に基づいて、Ｌ１／Ｌ
２制御チャネルのＭＣＳセットを変更することができる基地局装置及び通信制御方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するため、本発明の基地局装置は、
　ユーザ装置にＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信し、通信を行う基地局装置であって：
　複数種類の符号化率を含む変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせが複数準備さ
れ、
　前記ユーザ装置は、下りリンクのフィードバック情報を通知し、
　前記下りリンクのフィードバック情報を収集するフィードバック情報収集手段；
　前記フィードバック情報収集手段に収集されたフィードバック情報に基づいて、統計量
を演算する統計量演算手段；
　前記統計量に基づいて、自基地局装置のカバーするセルが孤立セルかセルラーセルかを
判断するセル判断手段；
　前記判断結果に基づいて、前記Ｌ１／Ｌ２制御チャネルに適用される変調方式及びチャ
ネル符号化方式の組み合わせを設定する設定手段；
　を備えることを特徴の１つとする。
【００１３】
　本発明の通信制御方法は、
　ユーザ装置にＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信し、通信を行う基地局装置における通信制
御方法であって：
　複数種類の符号化率を含む変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせが準備され、
　前記ユーザ装置が、下りリンクのフィードバック情報を通知するフィードバック情報通
知ステップ；
　前記基地局装置が、前記下りリンクのフィードバック情報を収集するフィードバック情
報収集ステップ；
　前記基地局装置が、前記フィードバック情報収集手段に収集されたフィードバック情報
に基づいて、統計量を演算する統計量演算ステップ；
　前記基地局装置が、前記統計量に基づいて、自基地局装置のカバーするセルが孤立セル
かセルラーセルかを判断するセル判断ステップ；
　前記基地局装置が、前記判断結果に基づいて、前記Ｌ１／Ｌ２制御チャネルに適用され
る変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせを設定する設定ステップ；
　を有することを特徴の１つとする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施例によれば、セル構成に基づいて、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのＭＣＳセッ
トを変更することができる基地局装置及び通信制御方法を実現することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施例を、図面を参照しつつ説明する。実施例を説明するための全図に
おいて、同一機能を有するものは同一符号を用い、繰り返しの説明は省略する。
【００１６】
　図１及び図２を参照しながら、本発明の実施例に係るユーザ装置及び基地局装置を有す
る無線通信システムについて説明する。図１は孤立セルを示し、図２はセルラーセルを示
す。
【００１７】
　無線通信システム１０００は、例えばＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮ
（別名：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，或いは，Ｓｕｐｅｒ　３Ｇ）が適用
されるシステムである。無線通信システム１０００は、基地局装置（ｅＮＢ：　ｅＮｏｄ
ｅ　Ｂ）２００（２００１、２００２、２００３）と、基地局装置２００と通信する複数
のユーザ装置１００ｎ（１００１、１００２、１００３、・・・１００ｎ、ｎはｎ＞０の
整数）とを備える。基地局装置２００は、上位局、例えばアクセスゲートウェイ装置３０
０と接続され、アクセスゲートウェイ装置３００は、コアネットワーク４００と接続され
る。ユーザ装置１００ｎはセル５０（５０１、５０２、５０３）において基地局装置２０
０とＥｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮにより通信を行っている。
【００１８】
　各ユーザ装置（１００１、１００２、１００３、・・・１００ｎ）は、同一の構成、機
能、状態を有するので、以下では特段の断りがない限りユーザ装置１００ｎとして説明を
進める。説明の便宜上、基地局装置と無線通信するのはユーザ装置であるが、より一般的
には移動端末も固定端末も含むユーザ装置（ＵＥ：　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）で
よい。
【００１９】
　無線通信システム１０００では、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
ＤＭ（直交周波数分割多元接続）が、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキ
ャリア－周波数分割多元接続）が適用される。上述したように、ＯＦＤＭは、周波数帯域
を複数の狭い周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブキャリアにデータをマッピン
グして通信を行うマルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、周波数帯域を端末
毎に分割し、複数の端末が互いに異なる周波数帯域を用いることで、端末間の干渉を低減
するシングルキャリア伝送方式である。
【００２０】
　ここで、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　ａｎｄ　ＵＴＲＡＮにおける通信チャネルについ
て説明する。
【００２１】
　下りリンクについては、各ユーザ装置１００ｎで共有される物理下りリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ：　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）と、物理下りリンク制御チャネル(ＰＤＣＣＨ：　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ)とが用いられる。物理下りリンク制御チャネ
ルは下りＬ１／Ｌ２制御チャネルとも呼ばれる。上記物理下りリンク共有チャネルにより
、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。また、物理下りリンク制御
チャネルにより、ダウンリンクスケジューリングインフォメーション（ＤＬ　Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）、Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）、アップリンクスケジューリンググラント（ＵＬ　Ｓ
ｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ）、オーバロードインジケータ（Ｏｖｅｒｌｏａｄ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｏｒ）、送信電力制御コマンドビット（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗ
ｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｂｉｔ）等が伝送される。ＤＬ　Ｓｃｈｅｄｕ
ｌｉｎｇ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎには、例えば、物理下りリンク共有チャネルを用いて
通信を行うユーザのＩＤや、そのユーザデータのトランスポートフォーマットの情報、す
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なわち、データサイズ、変調方式、ＨＡＲＱに関する情報や、下りリンクのリソースブロ
ックの割り当て情報等が含まれる。
【００２２】
　また、ＵＬ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔには、例えば、物理上りリンク共有チ
ャネルを用いて通信を行うユーザのＩＤや、そのユーザデータのトランスポートフォーマ
ットの情報、すなわち、データサイズ、変調方式に関する情報や、上りリンクのリソース
ブロックの割り当て情報、上りリンクの共有チャネルの送信電力に関する情報等が含まれ
る。ここで、上りリンクのリソースブロックとは、周波数リソースに相当し、リソースユ
ニットとも呼ばれる。
【００２３】
　また、Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
）とは、上りリンクの共有チャネルに関する送達確認情報のことである。
【００２４】
　上りリンクについては、各ユーザ装置１００ｎで共有して使用される物理上りリンク共
有チャネル（ＰＵＳＣＨ：　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）と、物理上りリンク制御チャネルとが用いられる。上記物理上りリンク共有チャ
ネルにより、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。また、物理上り
リンク制御チャネルにより、下りリンクにおける共有物理チャネルのスケジューリング処
理や適応変復調及び符号化処理（ＡＭＣＳ：　Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）に用いるための下りリンクの品質情報（ＣＱＩ
：　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、及び、物理下りリンク共
有チャネルの送達確認情報（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
）が伝送される。送達確認情報の内容は、送信信号が適切に受信されたことを示す肯定応
答(ＡＣＫ：　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ)又はそれが適切に受信されなかったこと
を示す否定応答(ＮＡＣＫ：　Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ)の何
れかで表現される。
【００２５】
　物理上りリンク制御チャネルでは、ＣＱＩや送達確認情報に加えて、上りリンクの共有
チャネルのリソース割り当てを要求するスケジューリング要求（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　
Ｒｅｑｕｅｓｔ）や、パーシステントスケジューリング（Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈ
ｅｄｕｌｉｎｇ）におけるリリース要求（Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）等が送信さ
れてもよい。ここで、上りリンクの共有チャネルのリソース割り当てとは、あるサブフレ
ームの物理下りリンク制御チャネルを用いて、後続のサブフレームにおいて上りリンクの
共有チャネルを用いて通信を行ってよいことを基地局装置がユーザ装置に通知することを
意味する。
【００２６】
　図３を参照しながら、本発明の実施例に係る基地局装置２００について説明する。
【００２７】
　本実施例に係る基地局装置２００は、制御信号生成部２０２（２０２１－２０２Ｎ）と
、符号化・変調部２０４（２０４１－２０４Ｎ）と、制御部２０６と、Ｌ１／Ｌ２制御チ
ャネル多重部２０８と、上り制御チャネル受信部２１０と、報知情報生成部２１２と、符
号化・変調部２１４と、多重部２１６と、ＯＦＤＭ変調部２１８と、ＣＰ付加部２２０と
、無線部２２２とを備える。
【００２８】
　制御信号生成部２０２１－２０２Ｎは、それぞれユーザ＃１－＃Ｎに対するＬ１／Ｌ２
制御信号を生成し、それぞれ符号化・変調部２０４１－２０４Ｎに入力する。
【００２９】
　ユーザ装置１００からのフィードバック情報は、上り制御チャネル受信部２１０により
受信される。このフィードバック情報には、下りリンクの受信品質、例えばＳＩＮＲ（si
gnal　-　to　-　interference　and　noise　ratio）、すなわち信号電力に対する干渉
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電力と雑音電力の比、下りリンクの干渉量が含まれる。上りリンク制御チャネル受信部２
１０は、受信されたフードバック情報に基づいて、ＳＩＮＲ、下りリンクの干渉量を含む
下りリンクの干渉量・受信品質を制御部２０６に入力する。
【００３０】
　制御部２０６では、複数種類の変調方式及びチャネル符号化方式の組み合わせ（ＭＣＳ
セット）が予め定義される。例えば、図４に示すように、ＭＣＳセット＃１－＃５に対し
て、変調方式としてＱＰＳＫ（Quaternary　phase　shift　keying）、符号化率としてそ
れぞれ３／４、２／３、１／３、１／６及び１／９の５種類が定義される。制御部２０６
は、自基地局装置の設置時又は長期的な周期、例えば１ヶ月に１回のレベルで上述した複
数のＭＣＳセットのうち使用する複数のＭＣＳセットを決定する。例えば、制御部２０６
は、上り制御チャネル受信部２１０により入力された下りリンクの干渉量・受信品質を所
定の期間収集し、収集した下りリンクの干渉量・受信品質に基づいて、統計量、例えば平
均値を算出し、算出した統計量に基づいて、使用するＭＣＳセットを自律的に決定する。
このように、自律的にＭＣＳセットを選択することにより、オペレータが、例えば置局毎
に設定することなく、ＭＣＳセットを設定できる。
【００３１】
　例えば、統計量として受信品質の平均値、例えばＳＩＮＲの平均値が使用される場合に
は、ＳＩＮＲの平均値に基づいて、予め決定される所定の閾値以上である場合には、自セ
ルが孤立セルであると判断し、符号化率の高いＭＣＳセット、具体的にはＭＣＳ＃１－＃
３を使用するように決定する。また、ＳＩＮＲの平均値に基づいて、予め決定される所定
の閾値未満である場合には、自セルがセルラーセルであると判断し、符号化率の低いＭＣ
Ｓセット、具体的にはＭＣＳ＃３－＃５を使用するように決定する。セルラーセルでは、
一般に干渉量が大きく、ＳＩＮＲは小さくなる。このため、これらのフィードバック情報
に基づいてＭＣＳセットを選択することにより、自律的にセルラーセルなどでは低い符号
化率を含むＭＣＳセットが選択される。従って、閾値は孤立セルであるかセルラーセルで
あるかに基づいて決定される。制御部２０６は、決定したＭＣＳのセットを示す情報を報
知情報生成部２１２に入力する。
【００３２】
　ここで、セルラーセルとは、図２に示したように、セルが連続して、面的にエリアを広
くカバーしているセルであり、必ず隣接するセルが存在する。図２には、３個のセルによ
りセルラーセルが構成される場合について説明したが、２個でもよいし４個以上でもよい
。セルラーセルでは、セル端に近づくに従って、隣接するセルからの干渉がある。このよ
うにセルラーセルでは、特にセル端において、周辺セルからの干渉の影響が大きいため、
Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのＭＣＳセットを孤立セルに比べて低い符号化率及び変調多値数
であるものにする。このようにすることにより、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのオーバヘッド
は大きくなるが、品質を確保することができる。セルラーセルでは、カバレッジが重要で
あるので、オーバヘッドを多少大きくしても、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのセル端での品質
を確保することが重要である。
【００３３】
　孤立セルとは、セルラーセル以外のセルであり、図１に示したように、比較的単独のセ
ルである。周辺セルからの干渉が少ない特徴がある。このように孤立セルでは周辺セルか
らの干渉の影響が小さいため、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのＭＣＳセットを、セルラーセル
に比べて高い符号化率及び高い変調多値数のものにする。孤立セルでは、Ｌ１／Ｌ２制御
チャネルのオーバヘッドを低減して、データチャネルのデータレートを増大することある
いは収容ユーザ数を増大させることが重要である。
【００３４】
　制御部２０６は、決定された使用する複数のＭＣＳセット、具体的には、ＭＣＳ＃１－
＃３又はＭＣＳ＃３－＃５のうち、使用するＭＣＳセットを決定し、符号化・変調部２０
４に入力する。
【００３５】
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　符号化／変調部２０４は、決定されたＭＣＳセットに基づいて、入力されたＬ１／Ｌ２
制御信号に対し、符号化処理及び変調処理を行いＬ１／Ｌ２制御チャネル多重部２０８に
入力する。
【００３６】
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネル多重部２０８は、符号化・変調部２０４１－２０４Ｎにより入
力された各ユーザのＬ１／Ｌ２制御情報を多重し、多重部２１６に入力する。
【００３７】
　報知情報生成部２１２は、使用するＭＣＳセットの情報を含む報知情報を生成し、符号
化・変調部２１４に入力する。符号化・変調部２１４は、入力された報知情報に対して、
符号化処理及び変調処理を行い多重部２１６に入力する。
【００３８】
　下りリンク伝送では、図５に示すように、１ＴＴＩ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉ
ｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）は、例えば１ｍｓであり、１ＴＴＩの中に１４個のＯＦＤＭシ
ンボル（ＯＦＤＭ　ｓｙｍｂｏｌ）が存在する。図５において、時間軸方向の番号（＃１
、＃２、＃３、・・・、＃１４）はＯＦＤＭシンボルを識別する番号を示し、周波数軸方
向の番号（＃１、＃２、＃３、・・・、＃Ｍ－１、＃Ｍ、ＭはＭ＞０の整数）はリソース
ブロック（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）を識別する番号を示す。
【００３９】
　１ＴＴＩの先頭から３シンボル以内ＯＦＤＭシンボルには、上記ＬＴＥ用の下り制御チ
ャネル（Ｌ１／Ｌ２制御チャネル）がマッピングされる。図５においては、１ＴＴＩの先
頭の２個のＯＦＤＭシンボルに上記ＬＴＥ用の下り制御チャネルがマッピングされている
。そして、上記ＬＴＥ用の下り制御チャネルがマッピングされるＯＦＤＭシンボル以外の
ＯＦＤＭシンボルにおいて、通常のデータ信号やＳＣＨ、ＢＣＨ、送信電力制御が適用さ
れるデータ信号が送信される。また、周波数方向においては、Ｍ個のリソースブロックが
定義される。ここで、１リソースブロックあたりの周波数帯域は、例えば１８０ｋＨｚで
あり、１リソースブロックの中に１２個のサブキャリアが存在する。また、リソースブロ
ックの数Ｍは、システム帯域幅が５ＭＨｚの場合には２５であり、システム帯域幅が１０
ＭＨｚの場合には５０であり、システム帯域幅が２０ＭＨｚの場合には１００である。
【００４０】
　Ｌ１／Ｌ２制御チャネルがマッピングされるＯＦＤＭシンボルは、Ｌ１／Ｌ２制御チャ
ネルにより指定される。例えば、図６に示すように、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルがマッピン
グされるＯＦＤＭシンボルを指定する制御情報として２ビットが用意される場合、２ビッ
トで表される４種類の制御情報に対して、１－３ＯＦＤＭシンボルを割り当てる。この場
合１つの制御情報には、割り当ては行われない。また、２ビットで表される４種類の制御
情報に対して、０．５ＯＦＤＭシンボルから０．５ＯＦＤＭシンボルずつ増加させ２．０
ＯＦＤＭシンボルを割り当てるようにしてもよい。これは、一例であり適宜変更可能であ
る。図６では、１－３ＯＦＤＭシンボルを割り当てる場合としてパタンＡ、０．５ＯＦＤ
Ｍシンボルから０．５ＯＦＤＭシンボルずつ増加させ２．０ＯＦＤＭシンボルを割り当て
る場合としてパタンＢが示される。
【００４１】
　パタンＡ、パタンＢのどちらが使用されるかは、例えば報知情報で通知される。この場
合、報知情報生成部２１２は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルがマッピングされるＯＦＤＭシン
ボルを指定する制御情報とＬ１／Ｌ２制御チャネルの無線リソース量との組み合わせを示
す情報を含む報知情報を生成する。
【００４２】
　多重部２１６は、共有データチャネルと、符号化・変調部２１４により入力された報知
情報と、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル多重部２０８により入力されたＬ１／Ｌ２制御チャネル
を多重し、ＯＦＤＭ変調部２１８に入力する。
【００４３】
　ＯＦＤＭ変調部２１８は、共有データチャネルと、報知情報と、Ｌ１／Ｌ２制御チャネ
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ルが多重化された信号に対し、ＯＦＤＭ変調を行い、ＣＰ付加部２２０に入力する。ＣＰ
付加部２２０は、ＯＦＤＭ変調された共有データチャネルと、報知情報と、Ｌ１／Ｌ２制
御チャネルが多重化された信号に対し、ＣＰを付加し、無線部２２２に入力する。
【００４４】
　無線部２２２は、ＣＰが付加されたＯＦＤＭ変調された共有データチャネルと、報知情
報と、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルが多重化された信号に対してディジタルアナログ変換、周
波数変換及び帯域制限などの処理を行い、適切な電力に増幅し、送信する。
【００４５】
　ユーザ装置１００は、基地局装置２００からの報知情報に基づいて、使用するＭＣＳセ
ットを設定する。ユーザ装置１００は、設定した全てのＭＣＳセットを仮定して復号を行
う、いわゆるブラインド検知（ｂｌｉｎｄ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）に基づく方法でＭＣＳ
判定を行う。この場合、基地局装置２００は、明示的に使用するＭＣＳセットを通知する
シグナリングは行わない。
【００４６】
　また、基地局装置２００は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルに適用されるＭＣＳセットを、シ
グナリングで通知するようにしてもよい。この場合、例えばＬ１／Ｌ２制御チャネルで、
高頻度で通知するようにしてもよいし、報知チャネルで通知するようにしてもよい。
【００４７】
　また、ＭＣＳ変更の周期を長くすることにより、設定した全てのＭＣＳセットを仮定し
て復号を行うのは変更のタイミングだけとするようにしてもよい。この場合、変更の周期
（タイミング）は、報知チャネルで通知する。又は、レイヤー３の個別制御チャネルで通
知するようにしてもよい。この変更の周期は、ユーザ装置毎に変更するようにしてもよい
し、ユーザ装置の移動速度に応じて変更するようにしてもよい。ＭＣＳが変更されるタイ
ミングでは、ユーザ装置の処理負荷が増加するため、基地局装置２００は、ユーザ装置が
ＭＣＳを変更するタイミングでは、ユーザデータを割り当てないようにスケジューリング
するようにしてもよいし、低いデータレートでのみ割り当てるようにしてもよい。
【００４８】
　次に、本実施例に係る基地局装置２００の動作について、図７を参照して説明する。
【００４９】
　ユーザ装置１００により送信されたフィードバック情報は、上り制御チャネル受信部２
１０により受信され、制御部２０６に入力される。
【００５０】
　制御部２０６は、ユーザ装置１００から送信されたフィードバック情報を所定の期間収
集する(ステップＳ６０２)。
【００５１】
　制御部２０６は、収集したフィードバック情報に基づいて、統計量を算出する(ステッ
プＳ６０４)。例えば、制御部２０６は、収集した下りリンクの干渉量・受信品質に基づ
いて、統計量、例えば受信品質の平均値を算出する。
【００５２】
　制御部２０６は、算出した統計量に基づいて、自基地局装置のカバーするエリアが孤立
セルかセルラーセルかを判断する（ステップＳ６０６）。例えば、統計量として、受信品
質の平均値が適用される場合には、算出された平均値が予め決定される所定の閾値以上で
ある場合には、自セルが孤立セルであると判断し、予め決定される所定の閾値未満である
場合には、自セルがセルラーセルであると判断する。
【００５３】
　自基地局装置のカバーするエリアが孤立セルである場合（ステップＳ６０６：ＹＥＳ）
、孤立セルに対応するＭＣＳセットを選択する（ステップＳ６０８）。具体的には、符号
化率の高いＭＣＳセット、具体的には図４を参照して説明したＭＣＳ＃１－＃３を使用す
るように決定する。
【００５４】
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　一方、自基地局装置のカバーするエリアが孤立セルでない場合（ステップＳ６０６：Ｎ
Ｏ）、セルラーセルに対応するＭＣＳセットを選択する（ステップＳ６１２）。具体的に
は、孤立セルに割り当てるＭＣＳセットよりも符号化率の低いＭＣＳセット、具体的には
図４を参照して説明したＭＣＳ＃３－＃５を使用するように決定する。
【００５５】
　ここでは、ユーザ装置からのフィードバック情報のうち、受信品質に基づいてＭＣＳセ
ットを設定する場合について説明したが、下りリンクの干渉量に基づいてＭＣＳセットを
設定する場合についても同様である。この下りリンクの干渉量に基づいてＭＣＳセットを
設定する場合には、例えば、統計量として、下りリンクの干渉量の平均値を適用し、算出
された平均値が予め決定される所定の閾値以上である場合には、自セルがセルラーセルで
あると判断し、予め決定される所定の閾値未満である場合には、自セルが孤立セルである
と判断する。
【００５６】
　上述した実施例では、ＵＥからの干渉量ないしはＳＩＮＲ報告に基づいて、各基地局が
自立的に使用するＭＣＳセットを自律的に決定する場合について説明したが、置局時に決
定するようにしてもよい。具体的には、基地局のシステムパラメータで決定するようにし
てもよいし、ネットワークの保守監視システムにより、基地局のパラメータとして設定す
るようにしてもよい。この場合、セルラーセル及びセル半径の大きいセルに対しては低い
変調多値数となる符号化率を有するＭＣＳセットが設定され、孤立セルではセルラーセル
及びセル半径の大きいセルに対して設定されるＭＣＳセットよりも高い変調多値数となる
符号化率を有するＭＣＳセットが設定される。このようにすることにより、上述した自律
的な制御と比較して、意図した制御を確実に行うことができる。
【００５７】
　また、上述した実施例においては、ＭＣＳセットを変更する場合について説明したが、
Ｌ１／Ｌ２制御チャネルは高品質が要求され、かつ、高いデータレートは要求されないた
め、変調多値数はＱＰＳＫなどに固定し、符号化率のみを変更するようにしてもよい。
【００５８】
　また、ＭＣＳセットにおいて、変調方式として全てがＱＰＳＫである場合について説明
したが、１６ＱＡＭ（Quadrature　amplitude　modulation）などの異なる変調方式を含
ませるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施例に係る無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施例に係る無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施例に係る基地局装置を示す部分ブロック図である。
【図４】ＭＣＳセットの一例を示す説明図である。
【図５】ＴＴＩの構成を示す説明図である。
【図６】制御情報とＬ１／Ｌ２制御チャネルの無線リソース量との対応を示す説明図であ
る。
【図７】本発明の一実施例に係る基地局装置の動作を示すフロー図である。
【符号の説明】
【００６０】
５０　セル
１００１、１００２、１００３、１００ｎ　ユーザ装置
２００　基地局装置
２０２（２０２１、・・・、２０２Ｎ）　制御信号生成部
２０４（２０４１、・・・、２０４Ｎ）　符号化・変調部
２０６　制御部
２０８　Ｌ１／Ｌ２制御チャネル多重部
２１０　上り制御チャネル受信部
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２１２　報知情報生成部
２１４　符号化・変調部
２１６　多重部
２１８　ＯＦＤＭ変調部
２２０　ＣＰ付加部
２２２　無線部
３００　アクセスゲートウェイ装置
４００　コアネットワーク
１０００　無線通信システム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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